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論 文 題 目 マウスガー ドの装着が基礎的生理心理指標に及ぼす影響

(論文内容の要旨)

マウスガー ドは,スポーツ選手の顎顔面および口腔内の外傷の予防に有効であるが,マ ウ

スガー ドを所有 していても練習や試合時に常に装着しているとは限らない。このことは,マ

ウスガー ド装着時の不快感によるものではないかと考えられる.こ れまでの研究では,不快

感の評価は,ア ンケー ト調査など,装着者の主観的な報告によるものが多く,客観的な生理

心理指標を評価 した研究は少ない。そ こで本研究は,装着したマウスガー ドの大きさによる

被験者への不快感の強さを客観的に評価することを目的として,3種類の大きさの異なるカ

スタムメイ ドタイプのマウスガー ドを装着させた被験者の唾液中のα―アミラーゼ濃度およ

び心拍変動を沢1定 し,また,従来の研究と比較するために心理評価 として,ア ンケー ト調査

(VAS法)も並行 して行った。

対象者は,歯の欠損がなく,個性正常咬合を有し,顎口腔機能および精神神経領域での

既往歴のないことを確認 し,19か ら 28歳の本学学生の男性,15人に依頼した。なお,被験

者には実験を行 う前に,本実験の意義,目 的,実験方法について十分に説明し,同意を得た。

マウスガー ドは,各被験者に口蓋を覆うタイプのマウスガー ド (大)を 2個作製した。実

際の計測では,大の計測の後に,口蓋を歯頸部から 4 mmの位置 (中 )に加工し, これにつ

いて計測を行った。その後,口蓋を歯頸部の位置 (小)に加工し,同様の計測を行った。

実験は,予備訓練 日と実験 日 1,実験 日 2の計 3日 間行った。環境などに1貫れてもらうた

めに予備訓練 日を設け,実際には,実験 日 1と 実験 日 2の みを解析に使用し,実験 日 1と実

験 日 2では,マ ウスガー ド大,中 ,小の 3条件を同じ日に,こ の順序で計測を行った.ま た ,

各マウスガー ドの計測の間には 20分間の休憩をとった,なお,マウスガー ドの着脱は,視

覚や手指感覚によって判断できないよう同一術者がすべて行い,装着 したマウスガー ドの大
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きさによる被験者への不快感の強さを客観的に評価 した。

唾液 α―アミラーゼ濃度の計測は,3種のマウスガー ドそれぞれについて,マ ウスガー ド

装着前,装着 3分後,取 り外 した直後 (装着 8分後),取 り外 してから 3分後に計測を行い
,

す べ て のマ ウス ガー ドが 装 着 によ り有 意 に増加 した 。た だ し,そ の増 加 量 は ,

マ ウス ガー ド大 で のみ 装 着 中か ら外 した直後 で さ らに増 加 した 。

心拍変動の計測は,唾液計測中とマウスガー ド装着時を除いた,マ ウスガー ド装着前 90

秒間と装着後 60秒間を解析の対象とし,副 交感 神 経 系 の指 標 で あ る HFに つ いて は ,

マ ス ガー ド装 着 によ る差 はな か った が ,交 感 神 経 系 の指 標 で あ る LF/(HF tt LF)

×100に つ いて は ,す べ て のマ ウス ガ ー ドの装 着 によ り有 意 に増加 した 。また ,

この増加 は ,マ ウス ガ ー ド大 で特 に増加 率 が大 き くな った 。

アンケー ト調査の記入は,マ ウスガー ドを取 り外 してから 3分後の唾液の計測の後に,1

呼吸のしやすさ,2適合性,3乾燥感,4異物感,5スポーツ時に使用するとしたときの大

きさ,6舌触 り,の 6項 目を行い,すべての項目で,マ ウス ガー ドの大 き さで差 が 認

め られ ,特 に ,不 快 感 はマ ウス ガー ド大 で大 き くな った 。

本研究では,各種の大きさのマウスガー ドを装着 した被験者の感 じる不快感を,生理心

理学的手法を用いて検討した。その結果,マウスガー ドの装着そのものが,被験者にとっ

てかな りのス トレッサーになるものの,その度合いは,マウスガー ドの大きさに依存 し,

特に大では,被験者が不快に感 じる度合いが,中や小よりはるかに大きいことを,唾液 α一

アミラーゼ濃度,心拍変動,ア ンケー ト調査により明らかにした。今後,歯科臨床現場にお

いて,マウスガー ドを作製する場合には,本研究結果を踏まえて,患者に不快感を与えに

くい形状や大きさを検討する必要があることが示唆された。
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